
平成18年春の叙勲で、秋田県関係者75人が受章され、
仙北市からは千田博夫氏（75歳・田沢湖田沢字田沢々口）
が地方自治功労により旭日双光章を受章されました。
千田氏は、昭和48年から平成13年まで７期28年にわた

り田沢湖町議会議員を務められ、この間、議会議長をは
じめ産業建設常任委員長などを歴任。この他、田沢財産
区管理会会長、仙北東森林組合理事を努めるなど、地方
自治の発展、地域産業の振興に尽力されました。

千田　博夫氏

コメント
この度、春の叙勲に際し、図らずも旭日双光章

の栄に浴し、身に余る光栄に存じております。
永きにわたり議員を務めこのような栄誉を授か

ることができたのも、地域の皆様のご支援と、家
族の支えがあったからこそであり深く感謝いたし
ております。
今後もこの栄誉に恥じることのないよう一層精

進し、地域の発展に貢献する所存でございますの
で、なにとぞ従来にもましてご厚情賜りますよう
お願いいたします。

４月20日に角館町外ノ山の源太寺ミヱさん、５月７日に角
館町雲然の林崎ハチヱさんが99歳の白寿を迎えられ、仙北市
からお祝いと花束が贈呈されました。
お二人とも、３度の食事をきちんととり、よく睡眠をとる

ことが長生きの秘訣だそうです。いつまでもお元気で、長生
きしてください。

源太寺ミヱさん 林崎ハチヱさん

石黒市長に報告に訪れた佐藤貞一さん（左）と
石橋正子さん（右）

人権擁護委員として尽力されてきた石橋正子さん（田沢湖卒田）
と佐藤貞一さん（角館町小勝田）が、全国人権擁護委員連合会長表
彰を受賞しました。
５月12日に開催された、大曲人権擁護委員協議会定期総会の席上、
２人に表彰状が伝達され、16日石黒市長に報告に訪れました。
法務大臣から委嘱を受け、石橋さんは平成９年６月１日より、佐

藤さんは平成10年２月１日より、地域で人権侵害が起きないように
見守り、人権を擁護するボランティア活動に尽力されてきました。
また、平成12年５月１日より人権擁護委員として活躍する山形則

男さん（角館町雲然）に、仙台法務局長感謝状が送られました。

５月１日、田沢湖駅で急病人が発生した際、田沢観光（株）タクシー
に勤務する番場政美乗務員がいち早く発見し、救護にあたりました。
番場さんが急病人を発見した時「意識を失い、呼吸が止まっている

ように見えた」そうです。そこで、周囲の人の協力をいただきながら
以前訓練を受けた心臓マッサージと人工呼吸を行ったところ、息を吹
き返し意識を取り戻しました。
救急隊員が到着するまで救護にあたった番場さんは、田沢湖駅がモ

ットーとしている「お客さまにやさしい駅づくり」の模範として評価
され、５月19日、田沢湖駅長から感謝状が贈呈されました。

笑顔で感謝状を受け取る番場さん
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